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優しく強い子に！ 先週土曜日は南の３期生・加藤君の結婚式でした。
私は久しぶりに泣いてしまいました。
お二人のプロフィールを紹介する映像で，南のユ

ニホーム姿でプレーする加藤君の姿が大写しになり，
３６５日サッカーとコメントが添えてありました。
子どもにサッカーをさせるそうです。
これから夫婦二人で都市近郊の小比企町で農業に

生きる加藤君。優しくて誠実で努力家だった加藤君
に期待しています。人と自然に優しい農業，国の本
を成す農業の後継者として力を尽くしてほしいと願
っています。

小比企には農業に携わっている私の教え子が３人
います。
そのうちの一人，中西君とは「八王子の森林と里

http://www.minamih.net/ 山を活かす農業・暮らしを創造していこうよ」と話
１５・ ７・１２（日） しました。南ＯＢの小坂君・加藤君にもぜひ力を貸
南ＮＥＷＳ ＮＯ２９ してもらい，実現させてほしいです。

葉山の仲間達も取り組みを始めています。
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7月18日(土)の講演会にぜひ出席を
また大変痛ましい，いじめによる事案が発生しました。中二の男子が担任の先生に

書いた先生へのメッセージ ……。それに対する担任の対応，人権意識の希薄さ，考え
られません。それで通用する学校の危機管理体制を作っていた管理職の怠慢，考えら
れません。

7月 18日(土)の１４：００～１６：００の橋詰弁護士の子どもの権利・いじめの講
演会 由井三小図書室 があります。添付資料をご覧ください。
南主催で図書室を借りて講演会を実施するので，由井三の保護者の方にも呼びかけ

てはどうですかと学校運営協議会の席で矢上が話を進めたのです。
お子さんのため試合のない学年は是非とも出席してください。１・2年と５・６年

の保護者の方は出席してください。３・4年の保護者でも試合の応援に行かず，時間
のある方はぜひ出席してください。
コーチのみなさんも是非出席してください。

２０１５・７・９朝日新聞夕刊

百田さんが嫌っている朝日新聞の切り抜きです。森村誠一さんの「人間の証明」「悪魔
の飽食」どちらも読みました。好きな作家の一人です。
悪魔の飽食の舞台になった中国東北部ハルビン郊外の平房で行われていた７３１部隊の

研究所跡を見学したことがあります。ボイラー室の大きな 2本の煙突は当時のままでした。
橋詰君達６年生を担任していたときです。２５年前の夏休み，１９３１年の満州事変か

ら始まる１５年戦争を２学期に教えるときのために，日野社会教育センター主催の“日中
現代史を学ぶ旅１２日間”に参加したときのことです。事前に森村さんの本を読んでいた
のでとても重い学びの一日でした。手を合わせながらの見学でした。
山崎豊子さんの中国残留孤児の物語「大地の子」も読んでいたので，中国の駅の雑踏を

“この中を残留孤児の人が歩いているかもしれないな”と感慨に耽りながら歩いていたら
ツアーからはぐれそうになったこともありました。 矢上


